




























要約:小児気管支喘息の長期入院療法を行なっている全国の病院を対象に実態調査を行な

った。長期入院児への療育は、タ・夜・休日、そして学校の長期休業中の在院期間にどの

ようなプログラムが組めるかが各施設の課題といえる。この時間帯(期間)は病棟でのトラ

ブルが多く発生する時でもあり、生活規制や罰則の問題がクローズアップされる。限られ

た病棟内施設、病棟外施設を使っての療育は療育スタッフの有無により大きな差が生じて

いる。


